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作品の募集について
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「風景」切り絵
小林 敏子さん（高倉町田井）

「阿弥陀如来」仏画
三村 岩雄さん（川端町）

「コトコト馬」わら細工
湯浅 茉実さん（有漢東小５）

「大根」油絵
江草 昌平さん（落合町阿部）「

佛
心
」書
道　
　

日
野 

教
圓
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

「港の風景」水彩画
川上 伯夫さん（成羽町上日名）
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布
寄
に
残
る
布
寄
城
（
中
村
城
）
址
に
は
、
布
寄
左
衛
門
尉

の
墓
碑
が
建
ち
碑
の
裏
に
「
天
正
三 
乙  
亥 
年
二
月
十
五
日
」
台

き
の
と 

い

座
に
「
備
後
尾
道
、
石
工
田
中
平
兵
衛
作
」
と
刻
ま
れ
て
い
て
、

布
寄
氏
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
備
中
兵
乱
の
時
、
三
村

方
に
属
し
松
山
城
で
討
死
し
た
（「
備
中
兵
乱
記
」）
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
布
寄
に
は
布
寄
城
主
一
門
の
墓
と
伝

え
ら
れ
る 
宝  
篋  
印  
塔 
が
あ
り
、
正
平
一
七
年
（
一
三
六
三
）
の

ほ
う 

き
ょ
う 

い
ん 

と
う

銘
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
多
く
の
五
輪
塔
も
残
っ
て
い
て
、
古
い
歴
史
を

し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

布
寄
神
社
は
、 

茅 
ノ
輪
く
ぐ
り
の
行
事
や
渡
り
拍
子
が
伝
え

ち

ら
れ
、
以
前
は
か
な
り
に
ぎ
や
か
に
祭
り
が
行
わ
れ
た
神
社
な

の
で
す
。
ま
た
、
木
ノ
村
に
あ
る
国
司
神
社
西
に
は
石
灰
岩
の

侵
食
に
よ
り
出
来
た 
夫
婦 
岩
が
岩
壁
に
立
ち
、
名
所
と
な
っ
て

み
ょ
う
と

い
ま
す
。「
布
寄
」
は
江
戸
時
代
川
上
郡
布
寄
村
、
明
治
二
二
年

 
長  
地 
村
な
ど
四
か
村
が
合
併
し
て
中
村
と
な
り
大
字
布
寄
、
そ

お
さ 

じ

し
て
昭
和
三
〇
年
成
羽
町
布
寄
と
な
っ
た
地
域
な
の
で
す
。

　

「
布
寄
」
と
い
う
地
名
は
、
難
し
い
地
名
の
一
つ
で
数
少
な
い

地
名
な
の
で
す
。
地
名
は
、
長
い
間
使
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、

当
て
字
に
変
っ
た
り
、 

音 
が
あ
っ
た
も
の
へ
後
か
ら
文
字
を
当

お
ん

て
た
も
の
な
ど
分
か
ら

な
い
場
合
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

「
布
寄
」
の
地
名
由
来

を
考
え
る
と
、
①
布
寄
左

衛
門
尉
と
い
う
人
名
説

②
「
布
寄
」
や
「
布
賀
」
の

「
布
」
は
、
節
（
フ
）
か
ら

「
高
い
所
」
と
か
「
盛
り
上

が
っ
た
所
」
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
、
そ
れ
に

「 
寄 
」が
つ
い
た
と
い
う
節

よ
り

の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
よ
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。　

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

二
十
五　

布　

寄

　

「
布ふ

   
 
寄 
」
は
、
成
羽
町
に
あ
る
行
政
区
の
地
名
（
旧
大
字
地
名
）

よ
り

で
、
成
羽
町
左
岸
の
標
高
三
七
〇
ｍ
〜
五
〇
〇
ｍ
の
吉
備
高
原

上
に
位
置
す
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。
北
に
は
宇
治
町
穴
田
や
、

成
羽
町
中
野
が
あ
り
、
成
羽
川
の
支
流
坂
本
川
を
隔
て
て
備
中

町
東
油
野
が
、
西
の
成
羽
川
の
対
岸
に
は
備
中
町
平
川
、
南
に

備
中
町
布
賀
や
布
施
が
あ
り
ま
す
。

　

「
布
寄
」
付
近
は
吉
備
高
原
が
侵
食
さ
れ
た
小
起
伏
面
が
広
く

発
達
し
て
い
て
、
日
本
に
お
け
る
準
平
原
や
侵
食
起
伏
面
の
地

形
を
研
究
す
る
上
で
、
代
表
的
な
地
域
の
一
つ
な
の
で
す
。
中

新
世
の
末
期
に
形
成
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
高
原
面
が
破
壊
さ

れ
て
、
吉
備
高
原
を
数
百
メ
ー
ト
ル
、
Ｖ
字
状
に
深
く
削
り
、

 
穿  
入 
曲
流
（
山
地
が
峡
谷
を
な
し
て 
蛇  
行 
し
て
い
る
こ
と
）
の

せ
ん 

に
ゅ
う 

だ 

こ
う

峡
谷
地
形
が
西
側
と
南
側
に
見
ら
れ
、
坂
本
川
や
成
羽
川
は
激

し
い
下
刻
作
用
を
見
せ
て
い
て
、
西
の
岸
は
急
崖
の
谷
壁
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
布
寄
」
一
帯
に
は
「 
中  
村 
台
」
と
い
わ
れ
る
石
灰
岩

な
か 

む
ら

の
台
地
が
広
が
っ
て
い
て
、
陥
没
し
た
ド
リ
ー
ネ
（
す
り
鉢
状

の
溶
岩
凹
地
）
群
が
連
な
り
（
ウ
バ
ー
レ
）、
深
い
谷
状
の
凹
地

を
つ
く
っ
て
い
て
カ
ル
デ
ラ
地
帯
の
特
色
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

「
布
寄
」
は
穴
田
郷
に
属
し
、
布
寄
村
で
し
た
。
毛
利
の
支
配

後
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
か
ら
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

ま
で
幕
府
領
（
天
領
）
で
し
た
。
同
年
池
田
長
幸
が
入
封
し
て

松
山
藩
領
と
な
り
、
続
い
て 
水  
谷 
勝
隆
が
入
封
し
た
寛
永
一
九

み
ず 

の
や

年
（
一
六
四
二
）
か
ら
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
が
松
山
藩
領
（「
成

羽
町
史
」）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
正
保
郷
帳
」（
正
保
二
・
三

年
＝
一
六
四
五
・
四
六
年
頃
）
に
は
布
寄
村
四
一
七
石
余
・
幕

府
領
と
あ
り
、
枝
村
に
木
ノ
村
・
田
原
村
・ 
虻  
山 
村
（
阿
部
山
）

あ
ぶ 

や
ま

な
ど
六
ヵ
村
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
谷
が
断
絶
す
る
元
禄

六
年
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
、
再
び
天
領
（
幕
府

領
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
頃
の
「
天

保
郷
帳
」
に
は
高
五
三
四
石
余
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「西布寄」を望む

（
敬
称
略
）
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針
の
耳
に
糸
が
通
せ
な
い
目
の
う
す
さ
年
老
い
た
昔
の
母
を
思
い
だ
す

 

赤
木　

文
子
（
備
中
町
西
山
）

　

こ
だ
ま
す
る
渡
り
拍
子
の 
鉦 
の 
音 
と
晩
秋
の
空
に
映
え
る
備
中
路

か
ね 

ね

 

井
上　

明
彦
（
備
中
町
平
川
）

　

共
に
立
つ
松
山
城
の
天
守
閣
寄
り
添
う
笑
顔
忘
れ
得
ぬ
人　

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

万
葉
も
古
今
も 
識 
ら
ず
詠
む
短
歌 
拙 
な
け
れ
ど
も
吾
が
心
な
り

し 

つ
た

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

新
築
の
家
の
ぬ
く
も
り
兄
知
ら
ず
施
設
の
窓
辺
で
萩
の
咲
く
見
ゆ

 

 
芝
吹
美
代
子
（
落
合
町
阿
部
）

　

コ
ス
モ
ス
と
孔
雀
草
の
白
ピ
ン
ク
健
気
に
咲
け
り 
手  
折 
る
手
た
め
ら
う

た 

お

　
　
 

西
井
百
合
子
（
横　
　

町
）

　

四
季
折
り
に
花
に
紅
葉
に
雨
風
に
旅
し
て
詩
に
お
く
の
ほ
そ
道

　
　
 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

菊
咲
き
て
足
先
冷
ゆ
る
夕
べ
に
は
お
で
ん
コ
ト
コ
ト
煮
ゆ
る
音
す
る

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

ピ
オ
ー
ネ
の
黒
き
実
押
せ
ば
し
っ
と
り
と
指
に
伝
は
る
秋
の
感
触

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

　
 
紅  
葉 
と
緑
お
り
な
し
光
ゆ
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
心
な
ご
み
ぬ

こ
う 

よ
う

 

森 
　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

��

�

　

さ
ま
ざ
ま
な
虫
の
音
楽
し
む
夜
長
か
な 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

草
野
菊
そ
ぞ
ろ
歩
き
に
目
を
引
か
れ 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

石
垣
の 
紅
葉 
美
し
山
城
は 

藤
野　

静
夫　
　
　
　
　
   

も
み
じ

 

（
大
阪
府  
備
中
高
梁
会
会
員

）

 　

〜
若
き
日
夫
が
陸
士
官
を
志
し
終
戦
直
前
の
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
た
飛
行
基
地
を
訪
ね
て
〜

　
 
太  
刀  
洗 
勇
躍
出
征
い
と
ひ
秋 

三
村　

節
子
（
伊

賀

町
）

た 

ち 

あ
ら
い

　
 
徒 か 
歩 
く
や
風
に
お
ど
る
は
秋
桜
花 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

ち


